
秋田きらり支援学校は肢体不自由者・病弱者である児童生徒に対する教育を主として行う特別支援学校です。 

 

  

                    

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「病弱教育サポートセンターきらり☆」では本人・保護者、担任の先生、主治医からの相談を受

けて、病気の子どもたちをサポートします。お気軽にご相談ください。（TEL ０１８－８３８－１１８１） 

 

 

 

 

 

令和５年７月１４日 

第１３４号 

秋田県立秋田きらり支援学校  

地 域 支 援 部 

地 域 支 援 だ よ り 

 病弱教育ってなんだろう？  

通院のために欠席 

したら、友達から  

「また休むの」って  

言われた。 

 

周囲に病気のことを伝 

えるのは、デリケートな問

題です。一方で、知られて

いないことで不要な想像や

いわれのない言葉につなが

る場合もあります。伝え 

方やタイミングについて 

本人や保護者と相談して 

みてはいかがで  

しょうか。  

 病弱教育とは、慢性疾患等のため医療や生活規制を必要とする子どもや病気ではない 

が身体が不調な状態が続く、病気にかかりやすいといった状態の子どもたちを対象にした  

教育です。心臓病やてんかん、糖尿病などの病気を抱えた子どもたちは、小・中・高等  

学校の通常の学級、病弱・身体虚弱特別支援学級、特別支援学校など様々な学びの場で学校生活

を送っています。中には、日常的な運動制限や服薬管理に対してストレスを感じている子、体調不良や

治療による欠席から、学習に遅れが生じることへの不安や焦りを感じている子など心理面へのサポー

トが必要な場合があります。病気の子どもと関わる教員は、様々な感情や困難を抱えている子どもた

ちをどう支えていくか、一人一人の状況やこれまでの背景、保護者の思い等を踏まえた上で、指導内

容や支援方法を検討する必要があります。 

運動会や宿泊学習に参加 

したいけど、「病気のことが  

心配」だと先生が。休んだ方  

がいいのかな。  

       

 学校は、心配事を具体的に整理

し、保護者を通じて主治医に相談し

てはいかがでしょうか。 

「徒競走は記録係で参加、借 

り物競走なら大丈夫ですよ。」  

など、主治医が一緒に検討して  

くださいます。  

入院中の勉強の遅れ  

が心配。定期テストも受 

けられないし進路希望を 

変えないといけないの？ 

 
入院中や自宅療養中も

オンラインで授業や定期

テストを受けられる場合                   

があります。  

   サポートセンターに 

    ご相談ください。 

～国の動向～ 

「小・中学校等における病気療養児に対する ICT 等を活用した学習

活動を行った場合の指導要録上の出欠の取扱い等について(通知)」 

「高等学校等の病気療養中等の生徒に対するオンデマンド型の授業に

関する改正について（通知）」 

（令和 5 年 3 月 30 日付け 文部科学省初等中等教育局長通知） 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校における医療的ケアは、子どもたちの教育を支えるためのものです。それは、病気を治  

すという治療とは異なります。本校の医ケア対象児童生徒は登校時にケアルームに立ち寄  

り、それぞれの方法で挨拶をします。学校看護職員は、子どもたちの表情や微細な動きを

丁寧に受け丁寧に受け止め、言葉を掛け、当日の教育活動に合わせたケアを提案してくださいます。お

昼は、発声や視線の動きでの「いただきます」を合図に経管栄養等のケアがスタートし、終了時には、

「ごちそうさまでした」「（授業に）行ってきます」などのやりとりを大切にしています。医療的ケアを通し

た学校看護職員による教育的な関わりは、本人・保護者の安心はもちろん、日々迷い、悩  

みながら指導・支援をしている教員の心の支えにもなっています。   （文責：藤井  奈緒子） 

 

 

 

 

 

教頭   佐藤 茂樹    地域支援部主任  髙橋 亜紀 

住所：〒010-140９ 秋田市南ケ丘１丁目１番１号  

Ｅ-mail：kirarisien@akita-pref.ed.jp 

電話：018（889）8573   FAX：018（889）8575 

「きらり Net」は本校ホームページから閲覧することができます。

http://www.kagayaki.akita-pref.ed.jp/kirari/index.html 

◇◇本校における医療的ケアの実際◇◇ 

① 医療的ケアの教育的意義： 

医療的ケアを自立活動のねらいに位置付け、健康管理、自分の気持ちや要求の伝達、

安心してケアを受け入れる等、協働して育ちを促すことを目指します。  

② 対象児童生徒及び学校看護職員数： 

小学部 7 名、中学部 3 名、高等部 3 名（計 13 名）。学校看護職員 7 名。  

③ 医療的ケアの内容：  

経管栄養（経鼻胃管、胃ろう）、痰の吸引、気管切開部  

の衛生管理、導尿、吸入、他。  

④ スクールバスを利用した校外学習：  

医療的ケアが必要な児童生徒がスクールバスを利用した 

校外学習に参加できるよう、学校看護職員が同行するた 

めの体制を整えています。「校内検討会」を設定し、安 

全な実施に努めています。 

⑤ 安心・安全なケア：  

保護者、担任、学校看護職員等、関係者間で日々の情報 

共有を基に連携し、主治医巡回指導での助言をケアや授  

業に生かします。緊急時対応訓練や災害時の避難訓練等  

を実施し、環境を整備するとともに全職員で共通理解を  

図って実施しています。   （文責：長谷  恵美子） 

 

スクールバスでの校外学習  

医療的ケアで大切にしていること  

主治医巡回指導の様子 

 

http://www.kagayaki.akita-pref.ed.jp/kirari/index.html

